






20代前半で憧れの沖縄に初上陸。
同郷の夫と移住して20数年。
小さな宿を運営しながら
家族と鶏、猫と暮らしている

「選択的夫婦別姓」「選択的夫婦別姓」をテーマにした企画の後編。事実婚のミナトさん夫婦は、共に自営業で県外出身者です。をテーマにした企画の後編。事実婚のミナトさん夫婦は、共に自営業で県外出身者です。
子どもは母の姓を名乗るため、父の方が「ミナトさん」と呼ばれることもあるそう。子どもは母の姓を名乗るため、父の方が「ミナトさん」と呼ばれることもあるそう。
男性も名字が変わる違和感を味わい、同性を強いられる痛みのようなものが初めて自分事になるのかもしれません。男性も名字が変わる違和感を味わい、同性を強いられる痛みのようなものが初めて自分事になるのかもしれません。

「選択的夫婦別姓」をテーマにした企画の後編。事実婚のミナトさん夫婦は、共に自営業で県外出身者です。
子どもは母の姓を名乗るため、父の方が「ミナトさん」と呼ばれることもあるそう。男性も名字の違和感を体感して、
初めて自分事になるのかもしれません。同姓か別姓か。選択できる制度がいま切実に求められています。
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きっかけは20代の時、大家さん
から「親元から離籍し、二人の
戸籍をつくることが結婚だよ」と
教わったこと。どちらも姓を変え
ることに抵抗があったため、各々
が独立して戸籍をつくる事実婚
を選びました。子どもの姓は生ま
れた時に考えればいいと（笑）。
四男だった夫は家を継がなくて
もよく、義父母も認めてくれた
ので、最初は反対していた両親も
納得・尊重してくれました。

子どもは4人います。沖縄では
下の名前で呼ぶことが多いから、
とくに下2人はあまり名字を気に
せずに育ちました。両親が別姓
だと意識することも少ないよう
です。家事育児面では得意な方
が受け持つスタンス。なので料理
全般は夫担当。仕事面でも自営
業だからでしょうか、問題はない
ですね。別姓だと家族の絆が…
と言われてますが、実感として
家族が壊れることはないです。

自分の戸籍

ミナトミナトさんさんミナトさん

うちのスタイル

　　　　　　　様々な理由で沖縄に暮らしている外国人ファミリー。
　　　　　　　異国の地となる沖縄で、在沖世界のファミリーがどんな風に
　　　　　　　暮らし、子育てをしているかをお聞きするこのコーナー
　　　　　　 「在沖世界のパパ 子育てサロン」素敵なパパとママがいて
　　　　　　　子どもたちが笑顔なら、きっと幸せな社会が築けるはず。
今回はイタリア出身パパの子育てについて聞いてみました。

Parenting  in  OkinawaParenting  in  Okinawa
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PROFILE
ステファノさん

出身地：イタリア、アオスタ
お子さんの年齢：3歳半と7ヶ月

イタリア出身パパに聞いてみました！
どうして沖縄に来たのですか？
もともと妻と私はイタリアのミラノに住んでいましたが、2018年にキャリアアップを目指し
て東京に移住しました。東京での生活はとても充実していましたが、やはり東京はすごく
忙しい街で、その間に娘も2人生まれ、もう少しゆっくりした場所で子育てしたいと思う
ようになりました。それで2026年の1月に沖縄へ移住しました！
イタリアと沖縄の子育ての違いはありますか？
違いはたくさんあると思いますが、特に印象的だったのは、日本では生まれてすぐの
赤ちゃんにも絵本を読み聞かせる文化が根付いているということです。イタリアでは
あまり見られない習慣で、素晴らしいなと感じました。
子育てで大切にしていることはなんですか？
娘たちには、自分の気持ちや意見を恐れずにしっかり伝えられる子に育ってほしいと
思っています。そして自分の好きなことや情熱を大切に追いかけていけること、それか
ら物事を自分の頭でしっかり考える力を育ててあげたいです。
夫婦の役割分担はどのようにしていますか？
基本的には子どもの世話も料理も、外出や病院の付き添いも、すべて夫婦で交代
しながらやっています。「これはパパの役割、これはママの役割」という決まりはなく、
何でも一緒にこなしています！
子ども達は将来海外へ羽ばたいてほしいですか？
正直、できれば近くにいてほしい気持ちはあります（笑）。でも一番大切なのは、
子どもたちが自分らしく幸せに生きられること。どんな道を選んでも、きちんと
受け入れてあげたいと思っています。

イタリア 編

イタリア料理なら
   ラザニア！
これは本当に他の
何にも負けません。
日本の食べ物なら
家で作るカレーが
    お気に入りです！

おすすめの料理は？

ステファノさんの
故郷・アオスタの渓谷で

家族でパルメザン
チーズ工場を見学♪
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沖縄ファミリーマートより ペタルーナより

「フラチキ
  商品引換券10本分」

１０名様 ３名様

B

「ブリーズミスト
                 30ml」

（2026年8月末まで有効）

ビオスの丘イベント情報

■営業時間 9:00~17:30  不定休
※入園は16:15まで
■入園料金（湖水観賞舟乗船つき）
大人（中学生以上）  2,200円（税込）
小人（4歳～小学生）1,100円（税込）
県民割  上記入園料より20%引き
※沖縄県内在住確認ができる物が必要です
■問合　098-965-3400（9:00~17:30）

3月20日~5月10日・・・らんの花祭りうりずん
5月23日~6月28日（土日）・・・ナイトツアー
7月11日・7月12日・・・サガリバナ&星あそび
　　　　詳しくはビオスの丘ホームページより▶

入園券
（湖水観賞舟乗船付）
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＜衣装制作＞ 鈴木佳実   ＜モデル＞ 有陽   ＜撮影＞たにゆか
Special Thanks       　　　ラジオ沖縄  ・ 上与那原自治会 

 　　　　　＜代表＞ 仲村優香　＜編集長＞ 水上実穂  ＜デザイン＞  翁長奈七
＜事務局＞ 仲村優香・水上実穂・富川綾子・翁長奈七
＜営業・企画営業・取材・SNS・配布など＞     ふみこ ・ エミ ・ エナ ・ よざゆか
   みわ ・ はるな ・ もとえ ・ ゆきの ・ まこ ・ かおり ・ ヨナ ・ まりこ ・ えりか
   あけみ ・ ふみか ・ わかこ ・ かんね ・ ともみ ・ ゆう ・ あや ・ あきゆうこ
   たにゆか ・ みつな ・ くにこ ・ 石垣ママ （もとこ ・ さと ・ ともえ）
【 表 紙 】

【 STAFF 】

お問合せ

＊頂いた個人情報は、プライバシーを厳守する事は
　もちろん、プレゼント発送または記事材料など
　たいようのえくぼの子育て支援活動に活用する
　以外には使用いたしません。
＊プレゼントのご応募は、お1人様１回までと
　させていただきます。ご了承ください。
＊当選者の発表は、プレゼントの発送をもって
　代えさせていただきます。

（第1希望・第2希望、理由など）

たくさんのご応募お待ちしております♪

5/315/315/315/315/31今回も、沖縄の子育てを応援してくれる皆様から、沢山のプレゼントを頂きました！
たいようのえくぼは、沖縄で子育て真っ最中の皆様の声をもとに誌面作りをしてい
ます。ぜひアナタの声をお聞かせください。アンケートに答えてくれた方の中から
抽選でプレゼントを差し上げます♪
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※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です
※NPO法人たいようのえくぼは、特定の個人、団体、政党、宗教などを支持する
　ものではなく、またそのような個人、団体、政党、宗教とは一切関係ありません。

連載中の「十人百色」はVol.08になりました。
コンセプトは多様な家族。これまでママ2人の
LGBTQファミリー、孫を育てる4世代家族、
父母の家を行き来する別居家族、多子世帯、
特別養子縁組、国際児のシングルママ、姓が
違う家族は2回にわけて紹介しました。こうして
みるとカラフルな家族がいっぱい。どの色も
認められ、どの家族も尊重される、そんな日本
社会だといいな。まずは自分の周りから、大切に
しあう関係性をつくっていきたいです。

子育ては決して独りではできません。
子育てが今より、もっと楽しくなる、
沖縄発の情報誌があったらいいな。
そんな声から生まれたのが「たいようのえくぼ」です。
私たちは単に情報発信だけでなく、子どもたちが
健やかで豊かに育つことのできる社会を、家庭・地域・企業の
みんなで創ることを目指して活動しています。

みわ
写真加工アプリを愛用する
13歳の娘＆若返る母

発行にかかる全ての費用はサポーターの皆様により支えられています
たいようのえくぼの活動理念にご賛同いただき、一緒に沖縄の子育てを応援する
フリーマガジン制作にご支援いただける誌面サポーターを募集しております。


